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　nemoursの優れた接触冷感性能を持つ生地「ゼロクール」は、接触冷感試験で
の接触冷感度（Q-Max）が「0.338」と冷感素材として現状で最高水準の数値を
示した。接触冷感試験は肌が生地に触れた時に、冷たく感じるか、温かく感じる
かを評価する際の試験で、冷温感の感じ方を評価する一つのものさしとなるもの。
繊維分野の試験評価機関での試験により優れた接触冷感性能を確認した。従来製
品に比べ接触冷感度は大幅に高い。
　ゼロクールは繊維関係企業などの協力を得て開発した。ポリエチレン糸を110本の糸に細分化（マイクロファ
イバー化）し、柔らかい肌触りを可能にした。糸自体に吸水性はなく、糸と糸の隙間に水が浸透していくことで、
高い吸水拡散性を持つ。生地が温かくなってきても風を当てると冷たさが戻ってくるのが特徴だ。
　従来の製品は糸一本の細分化が困難で、糸をそのまま織り込んで生地にしているため肌触りが良くない、冷感
の戻りが遅いなどの改善点があったという。ゼロクールは細い糸をマイクロファイバー化しても生地がほつれな
い工夫を凝らした。またポリエチレンの糸に二酸化ケイ素を練り込み熱を逃しやすくしている。
　用途としては、敷きパッド、タオル、アームカバー、脇汗パッドなど寝具や雑貨関連を視野に入れている。ゼ
ロクールと他の機能性生地を組み合わせた用途開発が可能。すでに試験販売を完了しており、2013年度から本格
販売に乗り出す計画。特にスポーツ関連分野からの引き合いが増えており、スポーツ用品メーカーとの連携を深
める考えだ。
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　渡辺鋳造所は、新規鋳造材料を用いた射出成形用金型技術を開発した。従来の射出成
形材料（プリハードン鋼）に代わる新たな鋳造材料を用いて、自動車や情報家電などの
分野で求められていたデザイン性や機能、性能を併せ持つ金型技術を追求した。
　金型を冷却する際の課題を解決するための自由形状の温調配管が可能になり、そりや
収縮などの変形を抑える技術を確立した。金型表面近傍での直接温調が可能になり、複
雑な3次元形状を高精度に成形できる。スパイラル状の温調配管を鋳ぐるみした金型など、金型表面近傍での温
度制御がより均等にできるのが利点となる。プラスチック成形のハイサイクル化など成形品の品質向上につなが
るという。従来の温調配管は直線が基本だった。
　同社が中核で開発した鋳造による新規の金型材料は、焼き入れ工程がいらない。鉄系材料で耐摩耗性を求める
場合では、高温からの焼き入れ処理をしてマルテンサイト組織にするのが一般的。肉厚の構造材料では焼き入れ
処理を行っても内部まで均一な組織は得にくいとされていた。新規材料は鋳造後に深冷処理（サブゼロ）のみで
マルテンサイト組織にすることが可能だ。従来材料とはほぼ同等の特性を持つ。鋳造品のため金型を破棄する際
には再溶解して新たな材料として利用もできる。
　用途はプラスチック射出成形用金型、ダイカスト用金型、プレス用金型など。最近ではダイカスト金型として
の引き合いが高まりつつある。プラスチック成形品メーカーへの製品導入のほか、今後は自動車関連分野での売
り込みに力を入れる方向だ。
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